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(57)【要約】
　本明細書の例示的な実施形態は、１日の日没時間およ
び日の出時間を判定するステップと、現在の時間が日の
出と日没の間であるか日没と日の出の間であるかを判定
するステップとを含む、電子ディスプレイの輝度を制御
する方法およびシステムを提供する。現在の時間が日の
出と日没の間である場合に、バックライトを日中レベル
で駆動することができ、現在の時間が日没と日の出の間
である場合に、バックライトを夜間レベルで駆動するこ
とができる。一部の実施形態において、マイクロプロセ
ッサは、人工周囲センサ（ＡＡＳ）データを処理して所
望のバックライト輝度またはディスプレイ輝度を判定す
ることができる。ＡＡＳデータを、日没移行時間または
日の出移行時間ならびに空中の雲量のおおよそのパーセ
ンテージに合わせて調節することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶ディスプレイと、
　前記液晶ディスプレイの後ろに配置されたバックライトと、
　前記バックライトと電気接続する１つまたは複数の電力モジュールと、
　前記電力モジュールと電気接続するマイクロプロセッサであって、
　　現在の時間が日の出と日没の間である場合に前記バックライトを日中レベルで駆動す
るよう前記電力モジュールに指示し、
　　前記現在の時間が日没と日の出の間である場合に前記バックライトを夜間レベルで駆
動するよう前記電力モジュールに指示するように構成された、
　前記マイクロプロセッサと、
　を含む電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項２】
　前記マイクロプロセッサと電気接続して配置された周囲光センサを
　さらに含む請求項１に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項３】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記周囲光センサからのデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モ
ジュールに指示するようにさらに構成される、請求項２に記載の電子ディスプレイ・アセ
ンブリ。
【請求項４】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記周囲光センサの起こり得る故障を判定するようにさらに構成される、請求項３に記
載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項５】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記周囲光センサの起こり得る故障を判定し、前記周囲光センサの故障が検出されたと
きに前記バックライトを夜間レベルまたは日中レベルで駆動するよう前記電力モジュール
に指示し、故障が検出されないときに前記周囲光センサからのデータに基づいて前記バッ
クライトを駆動するよう前記電力モジュールに指示するようにさらに構成される、請求項
２に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項６】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記現在の時間が日没移行期間中であるか日の出移行期間中であるかを判定し、
　日没移行期間中である場合に日没についての人工周囲センサ・データ（ＡＡＳ）を計算
し、
　日の出移行期間中である場合に日の出についての人工周囲センサ・データ（ＡＡＳ）を
計算し、
　前記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モジュールに指
示するようにさらに構成される、請求項１に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項７】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記現在の時間が日没移行期間中であるか日の出移行期間中であるかを判定し、
　日没移行期間中または日の出移行期間中である場合に人工周囲センサ・データ（ＡＡＳ
）を計算し、
　前記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モジュールに指
示するようにさらに構成される、請求項１に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項８】
　前記マイクロプロセッサが、
　局地気象情報を判定し、
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　前記局地気象情報に基づいて人工周囲センサ・データ（ＡＡＳ）を計算し、
　前記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モジュールに指
示するようにさらに構成される、請求項１に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項９】
　液晶ディスプレイと、
　前記液晶ディスプレイの後ろに配置されたバックライトと、
　前記バックライトと電気接続する１つまたは複数の電力モジュールと、
　前記電力モジュールと電気接続するマイクロプロセッサであって、
　　日没移行期間および日の出移行期間を含む１日の日没時間および日の出時間を判定し
、
　　現在の時間が日の出移行中であるか、日中であるか、日没移行中であるか、夜間であ
るかを判定し、
　　日の出についての人工周囲センサ・データ（ＡＡＳ）を計算して、前記現在の時間が
日の出移行期間中である場合に前記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動する
よう前記電力モジュールに指示し、
　　前記現在の時間が日中である場合に前記バックライトを日中レベルで駆動するよう前
記電力モジュールに指示し、
　　日没についての人工周囲センサ・データ（ＡＡＳ）を計算して、前記現在の時間が日
没移行期間中である場合に前記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう
前記電力モジュールに指示し、
　　前記現在の時間が夜間である場合に前記バックライトを夜間レベルで駆動するよう前
記電力モジュールに指示するように構成された、
　前記マイクロプロセッサと、
　を含む電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１０】
　前記マイクロプロセッサが、
　周囲光センサ示度に基づいて所望のディスプレイ輝度を計算することにより、前記ＡＡ
Ｓデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モジュールに指示する、請
求項９に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１１】
　前記マイクロプロセッサが、
　周囲光センサ示度に基づいて所望のディスプレイ輝度値の表を使用することにより、前
記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モジュールに指示す
る、請求項９に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１２】
　前記マイクロプロセッサが、
　周囲光センサ示度に基づいて所望のバックライト輝度を計算することにより、前記ＡＡ
Ｓデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モジュールに指示する、請
求項９に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１３】
　前記マイクロプロセッサが、
　周囲光センサ示度に基づいて所望のバックライト輝度値の表を使用することにより、前
記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モジュールに指示す
る、請求項９に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１４】
　前記マイクロプロセッサが、
　局地気象情報を判定するようにさらに構成され、
　前記ＡＡＳデータは、前記局地気象情報に基づいて計算される、請求項９に記載の電子
ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１５】
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　前記局地気象情報は、雲量のパーセンテージを計算することにより判定される、請求項
１４に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１６】
　液晶ディスプレイと、
　前記液晶ディスプレイの後ろに配置されたバックライトと、
　前記バックライトと電気接続する１つまたは複数の電力モジュールと、
　ＧＰＳデバイスと、
　前記電力モジュールおよび前記ＧＰＳデバイスと電気接続するマイクロプロセッサであ
って、
　　前記ＧＰＳデバイスを通じて前記液晶ディスプレイの前記位置データを判定し、
　　前記ＧＰＳデバイスからの前記データに基づいて前記バックライトを駆動するよう前
記電力モジュールに指示するように構成された、
　前記マイクロプロセッサと、
　を含む電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１７】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記バックライトを駆動するために周囲光センサからのデータを使用しない、請求項１
６に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１８】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記ＧＰＳデバイスからの前記位置データに基づいて日の出時間および日没時間を判定
する、請求項１６に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１９】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記電子ディスプレイの前記経度座標および緯度座標に基づいて前記日の出時間および
日没時間を判定する、請求項１８に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項２０】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記日の出式を計算することにより前記日の出時間および日没時間を判定する、請求項
１９に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項２１】
　電子ディスプレイの輝度を制御する方法であって、
　１日の日没時間および日の出時間を判定するステップと、
　現在の時間が日の出と日没の間であるか日没と日の出の間であるかを判定するステップ
と、
　前記現在の時間が日の出と日没の間であるか日没と日の出の間であるかに基づいてバッ
クライトを駆動するステップと、
　を含む方法。
【請求項２２】
　前記現在の時間が日の出と日没の間である場合に前記バックライトを日中レベルで駆動
するステップと、
　前記現在の時間が日没と日の出の間である場合に前記バックライトを夜間レベルで駆動
するステップと、
　前記夜間レベルから前記日中レベルへ移行するときに前記バックライト・レベルを徐々
に増加させるステップと、
　前記日中レベルから前記夜間レベルへ移行するときに前記バックライト・レベルを徐々
に低下させるステップと、
　をさらに含む請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記バックライトを駆動する前記ステップが、周囲光センサからの実際の入力なしで実
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行される、請求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記バックライトを日中レベルで駆動する前記ステップが、データを周囲光センサから
読み取るステップと、前記周囲光センサからの前記データに基づいて所望のバックライト
・レベルを選択するステップとにより実行される、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記バックライトを日中レベルで駆動する前記ステップが、周囲光センサからの入力を
使用することなく、前記バックライトを所定の一定の日中レベルで駆動するステップによ
り実行される、請求項２２に記載の方法。
【請求項２６】
　前記バックライトを日中レベルで駆動する前記ステップが、前記現在の時間についての
人工周囲センサ（ＡＡＳ）・データを計算するステップと、前記ＡＡＳデータに基づいて
前記バックライトを駆動するステップとにより実行される、請求項２２に記載の方法。
【請求項２７】
　前記現在の時間が日没移行期間中であるか日の出移行期間中であるかを判定するステッ
プと、
　日没移行期間中または日の出移行期間中である場合に人工周囲センサ（ＡＡＳ）・デー
タを計算するステップと、
　日没移行期間中または日の出移行期間中である場合に前記ＡＡＳデータに基づいて前記
バックライトを駆動するステップと、
　をさらに含む請求項２１に記載の方法。
【請求項２８】
　局地気象情報を判定するステップと、
　前記局地気象情報に基づいて人工周囲センサ（ＡＡＳ）・データを計算するステップと
、
　前記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動するステップと、
　をさらに含む請求項２１に記載の方法。
【請求項２９】
　電子ディスプレイの輝度を制御する方法であって、
　日没移行期間および日の出移行期間を含む１日の日没時間および日の出時間を判定する
ステップと、
　現在の時間が日の出移行中であるか、日中であるか、日没移行中であるか、夜間である
かを判定するステップと、
　日の出についての人工周囲センサ（ＡＡＳ）・データを計算して、前記現在の時間が日
の出移行期間中である場合に前記ＡＡＳデータに基づいてバックライトを駆動するステッ
プと、
　前記現在の時間が日中である場合に前記バックライトを日中レベルで駆動するステップ
と、
　日没についてのＡＡＳデータを計算して、前記現在の時間が日没移行期間中である場合
に前記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動するステップと、
　前記現在の時間が夜間である場合に前記バックライトを夜間レベルで駆動するステップ
と、
　を含む方法。
【請求項３０】
　ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動する前記ステップが、
　周囲光センサ示度に基づいて所望のディスプレイ輝度を判定するステップと、
　前記バックライトを駆動して前記所望のディスプレイ輝度を取得するステップとにより
実行される、請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動する前記ステップが、
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　前記ＡＡＳデータを周囲光センサ示度および対応する所望のディスプレイ輝度に一致さ
せることにより、周囲光センサ示度に基づいて所望のディスプレイ輝度値の表から所望の
ディスプレイ輝度を検索するステップと、前記バックライトを駆動して前記所望のディス
プレイ輝度を取得するステップとにより実行される、請求項２９に記載の方法。
【請求項３２】
　ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動する前記ステップが、
　周囲光センサ示度とバックライト輝度との数学的関係に基づいて所望のバックライト輝
度を計算するステップであって、ここで、前記ＡＡＳデータが、前記周囲光センサ示度と
して使用される、前記ステップと、
　前記バックライトを前記所望のディスプレイ輝度まで駆動するステップとにより実行さ
れる、請求項２９に記載の方法。
【請求項３３】
　ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動する前記ステップが、
　周囲光センサ示度に基づいて所望のバックライト輝度値の表を使用するステップであっ
て、前記ＡＡＳデータが前記周囲光センサ示度として使用されて所望のバックライト輝度
値を判定する前記ステップと、
　前記バックライトを前記所望のバックライト輝度値まで駆動するステップとにより実行
される、請求項２９に記載の方法。
【請求項３４】
　局地気象情報を判定するステップを
　さらに含み、
　前記ＡＡＳデータを計算する前記ステップが、前記判定された局地気象情報に基づいて
実行される、請求項２９に記載の方法。
【請求項３５】
　前記局地気象情報を判定する前記ステップが、雲量のパーセンテージを計算することに
より実行される、請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　電子ディスプレイの輝度を制御する方法であって、
　ＧＰＳデバイスを通じて前記電子ディスプレイの前記位置データを判定するステップと
、
　前記ＧＰＳデバイスからの前記位置データに基づいて前記電子ディスプレイの前記輝度
を駆動するステップと、
　を含む方法。
【請求項３７】
　前記ディスプレイの前記輝度を駆動する前記ステップが、周囲光センサからのデータを
使用せずに実行される、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記ディスプレイの前記輝度を駆動する前記ステップが、前記ＧＰＳデバイスからの前
記位置データに基づいて日の出時間および日没時間を計算するステップにより実行される
、請求項３６に記載の方法。
【請求項３９】
　前記日の出時間および日没時間を計算する前記ステップが、前記電子ディスプレイの前
記経度座標および緯度座標に基づいて実行される、請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　前記日の出時間および日没時間を計算する前記ステップが、前記日の出式を計算するこ
とにより実行される、請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　液晶ディスプレイと、
　前記液晶ディスプレイの後ろに配置されたバックライトと、
　前記バックライトと電気接続し、かつ日の出時間および日没時間に基づいて前記バック
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ライトを駆動するように構成されたマイクロプロセッサと、
　を含む電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項４２】
　前記マイクロプロセッサが、前記バックライトを駆動するために周囲光センサからのデ
ータを使用しない、請求項４１に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項４３】
　前記マイクロプロセッサが、日の出移行期間中に前記バックライトへの電力を徐々に増
加させ、日没移行期間中に前記バックライトへの電力を徐々に低減させる、請求項４１に
記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項４４】
　前記マイクロプロセッサが、前記電子ディスプレイの前記地理的位置に基づいて前記日
の出時間および日没時間を判定する、請求項４１に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ
。
【請求項４５】
　前記マイクロプロセッサが、前記電子ディスプレイの前記経度座標および緯度座標に基
づいて前記日の出時間および日没時間を判定する、請求項４１に記載の電子ディスプレイ
・アセンブリ。
【請求項４６】
　前記マイクロプロセッサが、前記電子ディスプレイが位置する街に基づいて前記日の出
時間および日没時間を判定する、請求項４１に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項４７】
　前記マイクロプロセッサが、前記日の出式を計算することにより前記日の出時間および
日没時間を判定する、請求項４１に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項４８】
　液晶ディスプレイと、
　前記液晶ディスプレイの後ろに配置されたバックライトと、
　前記バックライトと電気接続し、かつＧＰＳデバイスからのデータに基づいて前記バッ
クライトを駆動するように構成されたマイクロプロセッサと、
　を含む電子ディスプレイ・アセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（技術分野）
　[0002]例示的な実施形態は、一般に、いくつかの種類のデータに基づいてディスプレイ
の明るさを制御するシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
（背景）
　[0003]電子ディスプレイは、屋内娯楽の目的で有用になっているだけでなく、屋内およ
び屋外の広告／情報の目的で現在利用されている。例えば、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）
、プラズマ・ディスプレイ、ＯＬＥＤ、および多くの他のフラット・パネル・ディスプレ
イが、家庭外、または空港、アリーナ、スタジアム、レストラン／バー、ガソリン・スタ
ンドのポンプ、広告板、さらには、自動車の屋根またはトラックの側面の動くディスプレ
イ内の位置において、情報および広告材料を消費者に表示するために現在使用されている
。
【０００３】
　[0004]フラット・パネル・ディスプレイの急速な発展により、ユーザはこれらのディス
プレイを以前は不可能であった様々な位置に取り付けることができる。さらに、高解像度
（ＨＤ）テレビの人気により、より大型で明るいディスプレイ、特にＨＤビデオを提示可
能な大型ディスプレイの需要が高まっている。消費者広告の非常に競争の激しい分野によ
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っても、屋外、時には直射日光または他の高周囲光状況（街灯、建物の看板、車両のヘッ
ドライト、および他のディスプレイ）内に位置する大型ディスプレイの需要が高まってい
る。効果的にするために、屋外ディスプレイは、周囲の自然光と競合して、鮮明で明るい
画像を見る人に提供しなければならない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
（例示的な実施形態の概要）
　[0005]本明細書の例示的な実施形態は、測定基準の組合せに基づいてディスプレイの輝
度を制御するシステムおよび方法を提供する。一部の実施形態において、輝度は、日の出
データ／日没データと比較した、時刻に基づいて制御される。他の実施形態において、シ
ステムは、時刻に基づいて制御される（夜間に動作するとき）が、日中は周囲光レベルに
基づいて制御される。他の実施形態は、主に周囲光レベルに基づいて動作するが、周囲光
センサに故障が検出されると、時刻に基づいて動作するように切り替わる。
【０００５】
　[0006]一部の実施形態は、周囲光センサからのデータを使用せずに動作する。これらの
実施形態において、日没移行期間および日の出移行期間がシステムにより計算され、これ
らの移行期間中に、これを使用してディスプレイの明るさを徐々に増加／低下させる。ま
た、さらなる実施形態は、局地気象情報にアクセスし、雲量のパーセンテージに基づいて
ディスプレイの明るさを調節する。
【０００６】
　[0007]本明細書に開示された例示的な実施形態は、網羅的なものではなく、または実施
形態の範囲を必ずしも限定するものではない。例示的な実施形態は、当業者が実施形態を
実施できるように原理を説明するために選択され記載された。例示的な実施形態について
図示し説明するが、当業者は、記載された発明に影響を及ぼす多くの変更および修正を行
ってもよいことを理解するだろう。これらの変更および修正の多くは同じ結果をもたらし
、例示的な実施形態の精神に含まれる。したがって、特許請求の範囲によって示される通
りにのみ実施形態を限定するものとする。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
（図面の簡単な説明）
　[0011]以下の詳細な説明および添付図面を読むことによって、より十分な理解が得られ
る。図中、同一の参照符号は同一の部分を示す。
【０００８】
【図１】[0012]例示的な電子ディスプレイ・アセンブリ内で使用可能な様々な電子部品の
ブロック図である。
【図２】[0013]ディスプレイ位置データのみに基づいて制御される、方法の第１の実施形
態を実行するための論理フロー・チャートである。
【図３】[0014]最初は周囲光センサからのデータにより制御されるが、周囲光センサに故
障が見つかった場合にディスプレイ位置データに切り替わる、方法の第２の実施形態を実
行するための論理フロー・チャートである。
【図４】[0015]夜間はディスプレイ位置データに基づいて制御されるが、日中は周囲光セ
ンサに基づいて制御されるように切り替わる、方法の第３の実施形態を実行するための論
理フロー・チャートである。
【図５】[0016]夜間はディスプレイ位置データに基づいて制御されるが、周囲光センサに
故障が検出されない限り、日中は周囲光センサに基づいて制御されるように切り替わり、
その時点でシステムがディスプレイ位置データのみによって制御される、方法の第４の実
施形態を実行するための論理フロー・チャートである。
【図６】[0017]生の周囲光センサ・データに応じた所望のディスプレイの明るさのグラフ
表示である。
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【図７】[0018]低周囲環境がより高い輝度レベルに設定されたディスプレイを必要とする
この種の曲線についての、生の周囲光センサ・データに応じた所望のディスプレイの明る
さのグラフ表示である。
【図８】[0019]日没移行時間中／日の出移行時間中にＡＡＳ技法を使用し、残りの時間に
ついて夜間レベル／日中レベルを使用する実施形態を実行するための論理フロー・チャー
トである。
【図９】[0020]単一の移行期間のみと共にＡＡＳ技法を使用し、残りの時間について夜間
レベル／日中レベルを使用する実施形態を実行するための論理フロー・チャートである
【図１０】[0021]局地気象情報を考慮しながら日没移行時間中／日の出移行時間中および
日中にＡＡＳ技法を使用する、高度な実施形態を実行するための論理フロー・チャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
（好ましい実施形態の詳細な説明）
　[0016]以下で、本発明の例示的な実施形態を示す添付図面を参照しながら、本発明につ
いてより完全に説明する。しかしながら、本発明は、多くの異なる形態で具体化すること
ができ、本明細書で説明する例示的な実施形態に限定されるものと解釈すべきではない。
むしろ、これらの実施形態は、本開示が徹底的で完全なものであり、本発明の範囲を当業
者に十分に伝えるように提示される。図中、層および領域のサイズおよび相対サイズは、
明確にするために誇張されていることがある。
【００１０】
　[0017]要素または層が別の要素または層の「上」にあると言うとき、要素または層は、
別の要素または層あるいは介在する要素または層の上に直接あってよいことを理解された
い。これに対して、要素が別の要素または層の「直接上」にあると言うとき、介在する要
素または層は存在しない。同一の数字は全体を通じて同一の要素を示す。本明細書で使用
されるとき、「および／または」という用語は、関連する列挙した項目のうちの１つまた
は複数のありとあらゆる組合せを含む。
【００１１】
　[0018]本明細書において、第１の、第２の、第３のなどの用語は、様々な要素、構成要
素、領域、層および／またはセクションを説明するために使用することができるが、これ
らの要素、構成要素、領域、層および／またはセクションはこれらの用語により限定され
るべきではないことを理解されたい。これらの用語は、１つの要素、構成要素、領域、層
またはセクションを別の領域、層またはセクションと区別するためのみに使用される。し
たがって、以下で説明する第１の要素、構成要素、領域、層またはセクションは、本発明
の教示から逸脱することなく、第２の要素、構成要素、領域、層またはセクションと呼ぶ
ことができる。
【００１２】
　[0019]本明細書において、「下部」、「上部」などの空間的に相対的な用語は、図示し
た１つの要素または特徴と別の要素または特徴との関係の説明を容易にするために使用す
ることができる。空間的に相対的な用語は、図示した向きに加えて、使用中または動作中
のデバイスの異なる向きを包含することが意図されることを理解されたい。例えば、図中
のデバイスがひっくり返された場合、他の要素または特徴に対して「下部」と説明される
要素は、他の要素または特徴に対して「上部」に向けられる。したがって、例示的な用語
である「下部」は、上方と下方の両方の向きを包含することができる。デバイスは、他の
向きであってもよく（９０度または他の向きで回転されてもよく）、本明細書における空
間的に相対的な説明は適宜解釈される。
【００１３】
　[0020]本明細書で使用される術語は、特定の実施形態を説明するためのものにすぎず、
本発明を限定するものではない。本明細書で使用されるとき、単数形「１つの（ａ）」、
「１つの（ａｎ）」、および「その（ｔｈｅ）」は、文脈上特に明示しない限り、複数形
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も含むことを意図している。本明細書で使用されるとき、「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）
」および／または「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という用語は、言及される特徴、整
数、ステップ、動作、要素および／または構成要素の存在を特定するが、１つまたは複数
の他の特徴、整数、ステップ、動作、要素、構成要素、および／またはそれらの群の存在
または追加を除外しないことをさらに理解されたい。
【００１４】
　[0021]本発明の実施形態は、本発明の理想的な実施形態（および中間構造）の概略図で
ある断面図を参照して本明細書で説明される。このように、例えば製造技法および／また
は公差によって、図示した形状から変化することが予想される。したがって、本発明の実
施形態は、本明細書に示す領域の特定の形状に限定されるものと解釈すべきでなく、例え
ば製造によって生じる形状の逸脱を含むものである。
【００１５】
　[0022]例えば、矩形として示される埋込み領域は、一般的に、埋込み領域から非埋込み
領域への２値変化ではなく、丸まったまたは曲がったフィーチャおよび／またはその縁部
での埋込み濃度の傾斜を有する。同様に、埋込みによって形成される埋没領域は、埋没領
域とそこを通じて埋込みされる表面の間の領域で、ある程度の埋込みに至る場合もある。
したがって、図示した領域が実際には概略であり、その形状はデバイスの領域の実際の形
状を示すものではなく、本発明の範囲を限定するものではない。
【００１６】
　[0023]特段の規定がない限り、本明細書で使用される（技術用語および科学用語を含む
）すべての用語は、本発明が属する技術分野における当業者によって普通に理解されるも
のと同じ意味を有する。一般的に用いられる辞書に定義されているような用語は、関連技
術の文脈における意味と一致する意味を有するものと解釈されるべきであり、本明細書に
明示的に規定されていない限り、理想的な意味または過度に形式的な意味に解釈されるも
のではないことをさらに理解されたい。
【００１７】
　[0024]図１は、例示的な電子ディスプレイ・アセンブリ内で使用可能な様々な電子部品
のブロック図である。１つまたは複数の電力モジュール２１をバックプレーン２９と電気
接続して配置することができる。このバックプレーン２９は、ディスプレイ・アセンブリ
のいくつかの部品間の電気通信および／または電力を容易にすることのできるプリント回
路基板として設けることができる。ディスプレイ制御アセンブリ２０をバックプレーン２
２と電気接続してもよい。ディスプレイ制御アセンブリ２０は、好ましくはいくつかの異
なる部品を含み、この部品としては、ビデオ・プレーヤ、電子記憶装置、および本出願に
記載される論理のいずれかを実行するようにプログラムされたマイクロプロセッサが挙げ
られるが、これらに限定されない。
【００１８】
　[0025]この図はまた、バックライト２３、ＬＣＤアセンブリ２４、および透明のフロン
ト・ディスプレイ・パネル２５を示す。バックライト２３はＣＣＦＬまたは発光ダイオー
ド（ＬＥＤ）バックライトであってよい。ＬＣＤの構成が示されるが、実施形態を任意の
電子画像生成アセンブリによって実施できることに留意されたい。したがって、プラズマ
、発光ポリマー、および有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイなどの任意の他の
フラット・パネル・ディスプレイを使用することができる。ディスプレイの種類が従来の
バックライトを含まないときには、本明細書で使用される「バックライトを駆動する」と
いう用語を「ディスプレイを駆動する」に置き換えることができ、本明細書で使用される
「バックライト・レベル」という用語を「ディスプレイ・レベル」に置き換えることがで
きる。高温に達するおそれのあるディスプレイを場合により冷却するためのファン・アセ
ンブリ２６が示される。１つまたは複数の温度センサ２７を使用して、ディスプレイ・ア
センブリの温度をモニタリングし、冷却が必要なときにファン・アセンブリ２６に選択的
に係合してもよい。周囲光センサ２８を、フロント・ディスプレイ・パネル２５に接触し
ている周囲光の量を測定するように位置決めしてもよいが、これは必要ではない。以下で
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説明するように、一部の実施形態は周囲光センサ２８を限られた能力で使用することがで
きるが、好ましい実施形態は周囲光センサ２８を全く必要とせずに動作する。
【００１９】
　[0026]様々な異なる電気入力／出力も示され、入力／出力のすべてまたは選択された少
数のみを任意の所与の実施形態により実施することができる。ＡＣ電源入力３０は、入っ
てくる電力をバックプレーン２２に供給する。ビデオ信号入力３１は、複数の異なる信号
源からのビデオ信号を受けることができる。好ましい実施形態において、ビデオ信号入力
３１はＨＤＭＩ（登録商標）入力である。２つのデータ・インターフェース接続３２、３
３も示される。第１のデータ・インターフェース接続３２は、ユーザ・セットアップおよ
びシステム・モニタリングを容易にし得るＲＳ２３３２ポートまたはＩＥＥＥ８０２．３
ジャックであってよい。いずれかの形態の接続により、パーソナル・コンピュータとの電
気通信を可能にすべきである。第２のデータ・インターフェース接続３３は、イーサネッ
ト（登録商標）・ポート、無線ネットワーク接続、または衛星ネットワーク接続などのネ
ットワーク接続であってよい。好ましくは、第２のデータ・インターフェース接続３３に
より、ディスプレイ・アセンブリがインターネットと通信することができ、遠隔ユーザが
ディスプレイ・アセンブリと通信することも可能になる。第２のデータ・インターフェー
ス接続３３は、ネットワーク・ソースを通じてビデオ・データを提供することもできる。
第２のデータ・インターフェース接続３３を使用してディスプレイ設定、エラー・メッセ
ージ、および様々な他の形のデータをウェブサイトに送信し、ユーザがアクセスし制御で
きるようにしてもよい。オプションのオーディオ接続３４を設けて、内部または外部スピ
ーカ・アセンブリに接続してもよい。多くの実施形態が無線ネットワークまたは衛星ネッ
トワークを使用してデータをディスプレイ・アセンブリに送信することができるため、デ
ータ入力３１、３２、３３は有線接続によってデータを受信する必要はない。多数の様々
な種類および配置があるため、様々な種類の無線／衛星受信機および送信機は特に図示し
ないが、これらは当業者により理解される。
【００２０】
　[0027]バックライト・センサ２９は、好ましくはバックライト・キャビティ内に配置さ
れて、バックライト・キャビティ内で生じる輝度の量を測定する。加えて、好ましくは、
ディスプレイ輝度センサ４０はディスプレイ２４の前に位置決めされて、ディスプレイ２
４から出る輝度の量を測定する。いずれかのセンサを従来のフィードバック・ループで使
用して、電力モジュール２１に送信される制御信号を評価し、応答としてディスプレイに
よりどのような結果的なバックライト輝度またはディスプレイ輝度が生じるかを評価する
ことができる。以下に示すように、周囲光データ（実際の測定値または人工周囲光センサ
・データ、本明細書では「ＡＡＳ」）を使用して、所望のディスプレイ輝度またはバック
ライト輝度を選択することができる。いずれかの技法を本明細書の様々な実施形態により
使用することができる。
【００２１】
　[0028]様々なディスプレイ部品の状態をモニタリングするための情報を、２つのデータ
・インターフェース接続３２、３３のいずれかを通じて送信することができるため、部品
が不適切に機能しているとき、故障しそうなとき、または既に故障していて交換が必要な
ときをユーザに通知することができる。ディスプレイの状態をモニタリングするための情
報としては、電源状態、電源試験結果、ＡＣ入力電流、温度センサ、ファン速度、ビデオ
入力状態、ファームウェア改訂、および光レベルセンサが挙げられるが、これらに限定さ
れない。また、ユーザは、オン／オフ、明るさレベル、有効周囲光センサ、様々な警告設
定、ＩＰアドレス、ユーザ定義のテキスト／ビデオ、ディスプレイのマトリックス設定、
ＯＳＤによる画像設定の表示、および様々なソフトウェア機能を含むがこれらに限定され
ない設定を調節することができる。一部の実施形態において、これらの設定をモニタリン
グし、２つのデータ・インターフェース接続３２、３３のいずれかから変更することがで
きる。
【００２２】
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　[0029]図２は、ディスプレイ位置データのみに基づいて制御される、方法の第１の実施
形態を実行するための論理フロー・チャートである。本実施形態における最初のステップ
として、好ましくは、システムがディスプレイの地理的位置データを判定する。これはい
くつかの方法で実行することができる。第１に、ディスプレイの物理アドレスを使用して
、ディスプレイが位置する街／州を判定することができる。第２に、ディスプレイの物理
アドレスを、緯度経度座標に変換することができる。この技法は、ｗｗｗ．ｌａｔｌｏｎ
ｇ．ｎｅｔを含むがこれに限定されないいくつかのオンライン・ツールにアクセスするこ
とによって実行することができる。第３に、ディスプレイ制御アセンブリ２０の一部を形
成可能なＧＰＳ対応スマート・デバイスから座標を読み取ることによって、ディスプレイ
の位置を判定することができる。座標から物理アドレスが得られる場合には、物理アドレ
スを緯度経度座標に変換することができ、または上記の技法により緯度経度座標を物理ア
ドレスに変換することができる。
【００２３】
　[0030]ディスプレイの位置が判定されると、好ましくは、この位置の日没時間および日
の出時間が判定される。このステップを実行するタイミングは変化し得る。一部の実施形
態において、このステップを１度のみ実行し、ディスプレイの寿命の残りの期間を通じて
３６５日のデータをディスプレイに使用する。あるいは、このステップを毎年、毎月、毎
週、またはさらには毎日実行してもよい。このステップをいくつかの方法で実行してもよ
い。第１に、物理アドレスが与えられたときに、システムは、このアドレスに基づいて日
の出時間／日没時間を判定し、これをディスプレイ制御アセンブリ２０の電子記憶装置に
記憶することができる。第２に、緯度経度座標が与えられたときに、システムは、これら
の座標に基づいて日の出時間／日没時間を判定し、これをディスプレイ制御アセンブリ２
０の電子記憶装置に記憶することができる。ｗｗｗ．ｓｕｎｒｉｓｅｓｕｎｓｅｔ．ｃｏ
ｍ、ｗｗｗ．ｓｕｎｃａｌｃ．ｎｅｔ、および様々なＮＯＡＡオンライン・ツールを含む
がこれらに限定されない任意の数のオンライン・データベースにアクセスすることにより
、位置データを日の出時間／日没時間に変換してもよい。加えて、緯度経度データを使用
して、以下の日の出式に基づいて日の出時間／日没時間を計算してもよい。
【００２４】
　[0031]ｃｏｓωｏ＝－ｔａｎφ×ｔａｎδ　ここで、
【００２５】
　[0032]ωｏは、日の出（負の値を取るとき）または日没（正の値を取るとき）の時角で
あり、
【００２６】
　[0033]φは、地球上の観測地の緯度であり、
【００２７】
　[0034]δは、太陽の赤緯である。
【００２８】
　[0035]ディスプレイの地理的位置データを判定するステップと、地理的位置データに基
づいておおよその日の出時間／日没時間を判定するステップとを、ディスプレイが実際の
位置に輸送される前に実行できることに留意されたい。他の実施形態において、これらの
ステップを実行する前に、ディスプレイをその実際の位置に設置してもよい。
【００２９】
　[0036]おおよその日の出時間／日没時間が判定される（かつ好ましくはディスプレイに
記憶される）と、システムは現在の時間がどうであるかを確認し、現在が夜であるか昼で
あるかを判定する。図は「現在の時間が日没後で日の出前である」論理を示すが、これを
「現在の時間が日の出後で日没前である」ことを判定することによって実行してもよく、
本実施形態のいずれにおいても差を生じないことが明らかであると思われる。この第１の
実施形態において、システムが現在夜間であると判定した場合、バックライトは夜間レベ
ルで駆動される。あるいは、システムが日中であると判定した場合、バックライトは日中
レベルで駆動される。
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【００３０】
　[0037]バックライトの相対的な日中レベルおよび夜間レベルを、単純な２値動作によっ
て本実施形態について選択することができ、この動作では、夜間にはバックライトの第１
の輝度値が望ましく、日中にはバックライトの第２の輝度値が望ましい。システムは、所
望の輝度値をバックライト・センサ２９から読み取るために、必要なだけ多くの電力をバ
ックライト２３に送り込むことができる。バックライト・センサ２９から来るフィードバ
ックを通して電力レベルを調節して、バックライト２３の所望の輝度レベルを確実に維持
することができる。あるいは、光センサ４０によって測定された、ディスプレイ２４から
出る光の輝度のレベルに基づいて、所望の輝度を測定してもよい。センサ４０は、システ
ムにフィードバックを与えて、適量の電力がバックライト２３に送られることにより十分
な輝度レベルがディスプレイから確実に出るようにすることができる。
【００３１】
　[0038]図中の破線は、おおよその日の出時間／日没時間のデータを毎年、毎月、毎週、
または毎日更新する実施形態を実施する場合に、システムが戻って日の出時間／日没時間
を判定するオプションを示す。
【００３２】
　[0039]図３は、最初は周囲光センサ２８からのデータにより制御されるが、周囲光セン
サ２８に故障が見つかった場合にディスプレイ位置データに切り替わる、方法の第２の実
施形態を実行するための論理フロー・チャートである。本実施形態において、システムは
、周囲光センサ２８が適切に動作しているかどうかを判定するよう定期的に確認する。こ
れを、時刻および周囲光センサ示度の迅速な参照を含むいくつかの方法で確認することが
できる。したがって、ネブラスカ州リンカーンにおいて午前３：００であれば、非常に低
い光レベルと非常高い光レベルの示度により、周囲光センサ２８に何らかのエラーまたは
故障があることを示しているとみなすべきである。あるいは、ネブラスカ州リンカーンに
おいて午後３：００で、非常に低い光の示度がある場合、これも、周囲光センサ２８に何
らかのエラーまたは故障があることを示し得る。エラーまたは故障を示す信号が全くない
場合、他の信号解析ステップを実行してもよく、または非常に高い電圧の示度がエラーま
たは故障を示してもよい。周囲光センサ２８の故障を、センサ・データのノイズおよびラ
ンダム性の量を調べる信号解析方法によって判定してもよい。何らかの閾値レベルよりも
高いノイズまたはランダム性の測定量を使用して、センサの故障を示してもよい。
【００３３】
　[0040]周囲光センサ２８が適切に動作している場合、これを使用して、フロント・ディ
スプレイ・パネル２５に接触している輝度の量を判定することが好ましい。この情報に基
づいて、システムはこのデータに基づく所望のバックライト・レベルを判定することがで
きる。このステップをいくつかの方法で実行することもできる。第１に、周囲光センサ２
８からの特定の示度がバックライト・キャビティの光センサ２９またはディスプレイ２４
の前の光センサ４０からの所望の輝度の示度に対応するルックアップ・テーブルを使用す
ることができる。第２に、光センサ２９もしくは光センサ４０からの所望の輝度を周囲光
センサ２８からのデータに基づいて計算できる式または比を使用することができる。第３
に、センサ２８が日中／夜間を示すときに、より単純な日中／夜間設定を使用することが
でき、センサ２８が移行期間（すなわち夜明け／夕暮れ）を示すときに、ディスプレイは
デフォルトで日中設定になり得る。
【００３４】
　[0041]この動作中のいずれかの時点で、周囲光センサ２８が適切に動作していないこと
をシステムが判定した場合、好ましくは、システムは前述したディスプレイ位置データ方
法に移る。
【００３５】
　[0042]図４は、夜間はディスプレイ位置データに基づいて制御されるが、日中は周囲光
センサ２８に基づいて制御されるように切り替わる、方法の第３の実施形態を実行するた
めの論理フロー・チャートである。これは、ある種のハイブリッド手法であり、ディスプ
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レイが日没と日の出の間にあるときはいつでも、バックライトが所望の（好ましくは一定
の）夜間レベルで駆動されるが、日中または他の移行期間中（すなわち夜明け／夕暮れ）
に動作するときには様々なレベルの周囲光に調節する。
【００３６】
　[0043]図５は、夜間はディスプレイ位置データに基づいて制御されるが、周囲光センサ
２８に故障が検出されない限り、日中は周囲光センサ２８に基づいて制御されるように切
り替わり、その時点でシステムがディスプレイ位置データのみによって制御される、方法
の第４の実施形態を実行するための論理フロー・チャートである。本実施形態は上記の図
４で図示し説明した実施形態と同様であるが、周囲光センサ２８が適切に機能しているか
どうかをさらに確認する。適切に機能していない場合には、バックライトを時刻に基づい
て所望の日中レベル（好ましくは一定）に駆動することができ、周囲光センサの示度を考
慮しない。
【００３７】
　[0044]位置データおよび／または時刻に基づいてバックライトを駆動するときに、シス
テムは日中についての１つの輝度と夜間についての１つの輝度とを選択する必要がない（
ただし、一部の実施形態はこの方法を使用する）ことに留意されたい。システムは、時刻
を使用して、バックライトからの輝度の量をわずかに調節することもできる。したがって
、午前７：１５および午後１：３０は各々、日の出後で日没前であるが、システムは、各
々の時間について同じ輝度でバックライトを駆動する必要はない。したがって、本明細書
で使用されるとき、「夜間レベル」および「日中レベル」という用語は、ルックアップ・
テーブル（時刻に基づく）または式／計算（時刻に基づく）によっても得られる輝度値を
表すことができる。このように、早朝（または、さらに言えば深夜）よりも午後の方が多
くの周囲光が存在すると仮定して、システムは、午前７：１５の日中レベルよりも高い午
後１：３０の日中レベルで駆動することができる。
【００３８】
　[0045]図６は、生の周囲光センサ・データに応じた所望のディスプレイの明るさのグラ
フ表示である。これは、一例であり、特定の実施形態に必要なものではない。人間の目は
、高周囲光環境と比べて低周囲光環境で輝度の変化を感じやすいことがわかっている。し
たがって、本発明の一部の実施形態は、低周囲光環境でより強度の反応曲線を使用するこ
とができる。図７は、低周囲環境がより高い輝度レベルに設定されたディスプレイを必要
とするこの種の曲線についての、生の周囲光センサ・データに応じた所望のディスプレイ
の明るさのグラフ表示である。いずれかの曲線（図６もしくは図７）または別の曲線を使
用してルックアップ・テーブルを作成し、または式を実行して、各周囲環境についての所
望のディスプレイの明るさを判定することができる。
【００３９】
　[0046]図６および図７はディスプレイの明るさについて示されているが、本明細書の例
示的な実施形態は、使用されている電子ディスプレイの種類および輝度出力を測定するた
めに使用するセンサ（使用する場合）の種類に応じて、ディスプレイの明るさまたはバッ
クライトの明るさに基づいていてもよいことに留意されたい。また、図６および図７の値
は周囲光センサからの実際の生データに基づいているが、本明細書の例示的な実施形態の
一部を使用するときには実際のデータを必ずしも使用しないことにも留意されたい。した
がって、人工周囲センサ（ＡＡＳ）値の計算について以下で説明し、これらのＡＡＳ値を
図６および図７に示す関係と共に使用して、所望のディスプレイの明るさを判定すること
ができる。言い換えると、図６および図７に示す関係を使用することは、ＡＡＳデータを
用いて動作するときにもこの関係を使用できるため、実際の周囲光センサ・データの使用
を必要としない。実際のデータを伴う実際の周囲センサの動作に基づいてはいるが、本明
細書の実施形態のいずれについても周囲光センサからの実際の生データを使用する必要は
ない。
【００４０】
　[0047]ディスプレイの突然の変化または点滅が見る人によって観察され得る場合、好ま
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しくは「夜間レベル」のバックライト輝度から「日中レベル」のバックライト輝度への変
化が急激に起こってはならないことにも留意されたい。バックライト輝度の変化が傾斜状
に生じることが好ましく、この場合、バックライトが新しい輝度に突然移るのではなく、
（より短いまたは長い）期間にわたって徐々に新しい輝度に変化するため、見る人に気付
かれにくくなる。
【００４１】
　[0048]ディスプレイ環境の異常により、周囲環境が急激に変化していなくても、ディス
プレイが明るさのレベルを急激に変化させ得る周囲光センサ・データの変動を生じさせる
ことがあることが見出されている。例えば、ディスプレイの残りの部分が暗部に位置して
いない状態で、周囲光センサが暗部に位置し得る。この選択的な陰影は、街灯、木、通過
する車両、および／または建設機器を含むがこれらに限定されないいくつかの障害によっ
て生じ得る。他の異常は、それぞれの異なるセンサの応答の変動、温度変化に対するセン
サの応答の変動、各ディスプレイにおける光センサの位置の変動、およびディスプレイの
一般的な周囲環境の経時的変動を含む周囲光センサ・データの変動を生じさせることがあ
る。
【００４２】
　[0049]一部の実施形態において、前述したように、システムは周囲光センサからのデー
タを使用せずに機能することができる。しかしながら、通常、これによってシステムの機
能性の一部およびその利点、すなわち省電力という利点が制限され、ディスプレイ輝度の
急激な変化が生じることがある。しかしながら、以下の実施形態は、人工周囲光センサ・
データ（ＡＡＳ）を生成することによって、電子ディスプレイの輝度を制御するシステム
および方法を提供する。
【００４３】
　[0050]一実施形態において、人工周囲センサ・データの生成は、以下のパラメータを定
義することを伴う：
【００４４】
　[0051]（１）所望の夜間レベル－夜間の所望のディスプレイの明るさ。
【００４５】
　[0052]（２）所望の日中レベル－日中の所望のディスプレイの明るさ。
【００４６】
　[0053]（３）高い周囲示度（ＨＡ）－ディスプレイ環境について最高の周囲光レベルに
なったときに周囲光センサが受けるおおよその生データ。
【００４７】
　[0054]（４）ディスプレイの位置または住所／街／州についてのＧＰＳ座標。
【００４８】
　[0055]（５）日の出移行期間（ｔｓｒ）－夜間周囲光センサ示度から日中周囲光センサ
示度へ移行する時間（通常、秒で測定）。
【００４９】
　[0056]（６）日没移行期間（ｔｓｓ）－日中周囲光センサ示度から夜間周囲光センサ示
度へ移行する時間（通常、秒で測定）。
【００５０】
　[0057]本実施形態について、日の出移行期間中、人工周囲センサ（ＡＡＳ）データを以
下の方法で計算することができる。ここで、ｔｉは移行時間を示す（すなわち、ｔｉはゼ
ロ～ｔｓｒで変化する）。
【００５１】
　[0058]日の出についてのＡＡＳ＝（ｔｉ＊ＨＡ）／ｔｓｒ。
【００５２】
　[0059]同様に、日没についてのＡＡＳを以下の方法で計算することができる。ここで、
ｔｉは移行時間を示す（すなわち、ｔｉはゼロ～ｔｓｓで変化する）。
【００５３】
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　[0060]日没についてのＡＡＳ＝ＨＡ－（ｔｉ＊ＨＡ）／ｔｓｓ。
【００５４】
　[0061]いずれかの移行期間についてのＡＡＳが計算されると、所望のバックライト・レ
ベルを、前述した周囲光対ディスプレイの明るさの関係のいずれかから判定することがで
きる。
【００５５】
　[0062]図８は、日没移行時間中／日の出移行時間中にＡＡＳ技法を使用し、残りの時間
について夜間レベル／日中レベルを使用する実施形態を実行するための論理フロー・チャ
ートである。
【００５６】
　[0063]一部の実施形態において、日没移行期間と日の出移行期間とは同様であるか、ま
たは略同一である。この場合、２つの移行期間を有する必要はない。代わりに、１つの移
行期間を使用することができる。図９は、単一の移行期間のみと共にＡＡＳ技法を使用し
、残りの時間について夜間レベル／日中レベルを使用する実施形態を実行するための論理
フロー・チャートである。
【００５７】
　[0064]高度な実施形態において、システムおよび方法は、周囲光センサからの実際のデ
ータを必要とせずに、局地気象情報を使用してディスプレイの明るさをさらに調整するこ
ともできる。局地気象情報は、利用可能なウェブＡＰＩまたは他のオンライン気象情報か
ら取得でき、これには所定の時間間隔で（例えば１５分ごとに）アクセスすることができ
る。ここで、気象要因（ＷＦ）は以下の場合に使用される。
【００５８】
　[0065]日中またはいずれかの移行期間である場合、ＷＦ＝４＊Ｃｉ、ここでＣｉ＝晴天
パーセンテージであり、高いパーセンテージが快晴を表し、低いパーセンテージが多い雲
量を表す。勿論、逆を用いて、高いパーセンテージがより多い雲量を表し、低いパーセン
テージがより少ない雲量を表してもよい。いずれかの技法を当業者が使用することができ
る。
【００５９】
　[0066]本実施形態について、日の出移行期間中、人工周囲センサ（ＡＡＳ）データを以
下の方法で計算することができる。
【００６０】
　[0067]日の出についてのＡＡＳ＝（ｔｉ＊（ＨＡ＊ＷＦ））／ｔｓｒ。
【００６１】
　[0068]同様に、日没についてのＡＡＳを以下の方法で計算することができる。
【００６２】
　[0069]日没についてのＡＡＳ＝（ＨＡ＊ＷＦ）－（ｔｉ＊（ＨＡ＊ＷＦ））／ｔｓｓ。
【００６３】
　[0070]日中の場合、ＡＡＳ＝ＨＡ＊ＷＦ。
【００６４】
　[0071]夜間の場合、ＡＡＳ＝０。
【００６５】
　[0072]移行期間または日中についてのＡＡＳが計算されると、所望のバックライト・レ
ベルを、前述した周囲光対ディスプレイの明るさの関係のいずれかから判定することがで
きる。
【００６６】
　[0073]図１０は、局地気象情報を考慮しながら日没移行時間中／日の出移行時間中およ
び日中にＡＡＳ技法を使用する、高度な実施形態を実行するための論理フロー・チャート
である。
【００６７】
　[0074]例えば、日中（すなわち移行期間または夜間ではない）で、曇りまたは雨の場合
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、関連する計算は以下の通りである。
【００６８】
　[0075]Ｃｉ＝晴天パーセンテージ１０％
【００６９】
　[0076]ＨＡ＝５００
【００７０】
　[0077]気象要因＝４＊０．１０＝０．４０
【００７１】
　[0078]ＡＡＳ＝５００＊０．４０＝３００
【００７２】
　[0079]図６の周囲センサ入力３００について参照すると、所望のディスプレイ輝度≒１
０４０ニト（nit）。
【００７３】
　[0080]図７の周囲センサ入力３００について参照すると、所望のディスプレイ輝度≒１
９６５ニト。
【００７４】
　[0081]局地気象条件を訂正しないと、日中の値はおそらく５００であり、これは所望の
ディスプレイ輝度＝２５００ニトを意味することに留意されたい。ここから、曇り空によ
って大幅な省電力となることがわかる。
【００７５】
　[0082]同じ例について、ディスプレイが日の出または日没の移行の途中である場合、計
算された光センサ値および対応する所望の明るさは以下の通りである。
【００７６】
　[0083]ｔｓｒ＝１８００秒
【００７７】
　[0084]ｔｉ＝９００秒
【００７８】
　[0085]ＨＡ＝５００
【００７９】
　[0086]気象要因＝４＊０．１０＝０．４０
【００８０】
　[0087]ＡＡＳ＝（９００＊５００＊０．４０）／１８００＝１００
【００８１】
　[0088]図６の周囲光センサ入力１００について参照すると、所望のディスプレイ輝度≒
４６５ニト＊。
【００８２】
　[0089]図７の周囲センサ入力１００について参照すると、所望のディスプレイ輝度≒１
０３０ニト。
【００８３】
　[0090]局地条件を訂正しないと、ＡＡＳ値は２５０であり、これは所望のディスプレイ
輝度≒８５０ニトに対応する。
【００８４】
　[0091]好ましい実施形態について図示し説明したが、当業者は、記載された実施形態に
影響を及ぼす多くの変更および修正を行ってもよく、これらの変更および修正は特許請求
の範囲に含まれることを理解するだろう。したがって、前述した要素の多くを異なる要素
に変更または置き換えることができる。この変更または置き換えは同じ結果をもたらすと
ともに、特許請求の範囲に記載された実施形態の精神に含まれる。したがって、特許請求
の範囲によって示される通りにのみ本発明を限定するものとする。
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【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月2日(2016.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶ディスプレイと、
　前記液晶ディスプレイの後ろに配置されたバックライトと、
　前記バックライトと電気接続する１つまたは複数の電力モジュールと、
　前記電力モジュールと電気接続するマイクロプロセッサであって、
　　前記液晶ディスプレイの地理的位置を判定し、
　　前記地理的位置に基づいて１日の日の出時間および日没時間を判定し、
　　現在の時間を判定し、
　　前記現在の時間が日の出と日没の間である場合に前記バックライトを日中レベルで駆
動するよう前記電力モジュールに指示し、
　　前記現在の時間が日没と日の出の間である場合に前記バックライトを夜間レベルで駆
動するよう前記電力モジュールに指示するように構成された、
　前記マイクロプロセッサと、
　を含む電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項２】
　前記マイクロプロセッサと電気接続して配置された周囲光センサを
　さらに含む請求項１に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
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【請求項３】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記周囲光センサからのデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モ
ジュールに指示するようにさらに構成される、請求項２に記載の電子ディスプレイ・アセ
ンブリ。
【請求項４】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記周囲光センサの起こり得る故障を判定するようにさらに構成される、請求項３に記
載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項５】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記周囲光センサの起こり得る故障を判定し、前記周囲光センサの故障が検出されたと
きに前記バックライトを夜間レベルまたは日中レベルで駆動するよう前記電力モジュール
に指示し、故障が検出されないときに前記周囲光センサからのデータに基づいて前記バッ
クライトを駆動するよう前記電力モジュールに指示するようにさらに構成される、請求項
２に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項６】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記現在の時間が日没移行期間中であるか日の出移行期間中であるかを判定し、
　日没移行期間中である場合に日没についての人工周囲センサ（ＡＡＳ）・データを計算
し、
　日の出移行期間中である場合に日の出についての人工周囲センサ（ＡＡＳ）・データを
計算し、
　前記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モジュールに指
示するようにさらに構成される、請求項１に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項７】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記現在の時間が日没移行期間中であるか日の出移行期間中であるかを判定し、
　日没移行期間中または日の出移行期間中である場合に人工周囲センサ（ＡＡＳ）・デー
タを計算し、
　前記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モジュールに指
示するようにさらに構成される、請求項１に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項８】
　前記マイクロプロセッサが、
　局地気象情報を判定し、
　前記局地気象情報に基づいて人工周囲センサ（ＡＡＳ）・データを計算し、
　前記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モジュールに指
示するようにさらに構成される、請求項１に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項９】
　液晶ディスプレイと、
　前記液晶ディスプレイの後ろに配置されたバックライトと、
　前記バックライトと電気接続する１つまたは複数の電力モジュールと、
　前記電力モジュールと電気接続するマイクロプロセッサであって、
　　前記液晶ディスプレイの地理的位置を判定し、
　　前記液晶ディスプレイの前記地理的位置に基づいて、日没移行期間および日の出移行
期間を含む１日の日没時間および日の出時間を判定し、
　　現在の時間を判定し、
　　前記現在の時間が日の出移行中であるか、日中であるか、日没移行中であるか、夜間
であるかを判定し、
　　日の出についての人工周囲センサ（ＡＡＳ）・データを計算して、前記現在の時間が
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前記日の出移行期間中である場合に前記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動
するよう前記電力モジュールに指示し、
　　前記現在の時間が日中である場合に前記バックライトを日中レベルで駆動するよう前
記電力モジュールに指示し、
　　日没についての人工周囲センサ（ＡＡＳ）・データを計算して、前記現在の時間が前
記日没移行期間中である場合に前記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動する
よう前記電力モジュールに指示し、
　　前記現在の時間が夜間である場合に前記バックライトを夜間レベルで駆動するよう前
記電力モジュールに指示するように構成された、
　前記マイクロプロセッサと、
　を含む電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１０】
　前記マイクロプロセッサが、
　周囲光センサ示度に基づいて所望のディスプレイ輝度を計算することにより、前記ＡＡ
Ｓデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モジュールに指示するよう
に構成される、請求項９に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１１】
　前記マイクロプロセッサが、
　周囲光センサ示度に基づいて所望のディスプレイ輝度値の表を使用することにより、前
記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モジュールに指示す
るように構成される、請求項９に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１２】
　前記マイクロプロセッサが、
　周囲光センサ示度に基づいて所望のバックライト輝度を計算することにより、前記ＡＡ
Ｓデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モジュールに指示するよう
に構成される、請求項９に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１３】
　前記マイクロプロセッサが、
　周囲光センサ示度に基づいて所望のバックライト輝度値の表を使用することにより、前
記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モジュールに指示す
るように構成される、請求項９に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１４】
　前記マイクロプロセッサが、
　局地気象情報を判定するようにさらに構成され、
　前記ＡＡＳデータは、前記局地気象情報に基づいて計算される、請求項９に記載の電子
ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１５】
　前記局地気象情報は、雲量のパーセンテージを計算することにより判定される、請求項
１４に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１６】
　液晶ディスプレイと、
　前記液晶ディスプレイの後ろに配置されたバックライトと、
　前記バックライトと電気接続する１つまたは複数の電力モジュールと、
　ＧＰＳデバイスと、
　前記電力モジュールおよび前記ＧＰＳデバイスと電気接続するマイクロプロセッサであ
って、
　　前記ＧＰＳデバイスを通じて前記液晶ディスプレイの位置データを判定し、
　　前記位置データに基づいて１日の日の出時間および日没時間を判定し、
　　現在の時間を判定し、
　　前記現在の時間を前記日の出時間および前記日没時間に関連して評価し、
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　　前記現在の時間の前記評価に基づいて前記バックライトを駆動するよう前記電力モジ
ュールに指示するように構成された、
　前記マイクロプロセッサと、
　を含む電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１７】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記バックライトを駆動するために周囲光センサからのデータを使用しない、請求項１
６に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１８】
　前記マイクロプロセッサが、
　前記電子ディスプレイの経度座標および緯度座標に基づいて前記日の出時間および日没
時間を判定するように構成される、請求項１６に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１９】
　前記マイクロプロセッサが、
　日の出式を計算することにより前記日の出時間および日没時間を判定するように構成さ
れる、請求項１６に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項２０】
　電子ディスプレイの輝度を制御する方法であって、
　電子ディスプレイの地理的位置を判定するステップと、
　前記地理的位置に基づいて１日の日没時間および日の出時間を判定するステップと、
　現在の時間を判定するステップと、
　前記現在の時間が日の出と日没の間であるか日没と日の出の間であるかを判定するステ
ップと、
　前記現在の時間が日の出と日没の間であるか日没と日の出の間であるかに基づいてバッ
クライトを駆動するステップと、
　を含む方法。
【請求項２１】
　前記バックライトを駆動する前記ステップが、周囲光センサからの実際の入力なしで実
行される、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記現在の時間が日の出と日没の間である場合に前記バックライトを日中レベルで駆動
するステップと、
　前記現在の時間が日没と日の出の間である場合に前記バックライトを夜間レベルで駆動
するステップと、
　前記夜間レベルから前記日中レベルへ移行するときに前記バックライト・レベルを徐々
に増加させるステップと、
　前記日中レベルから前記夜間レベルへ移行するときに前記バックライト・レベルを徐々
に低下させるステップと、
　をさらに含む請求項２０に記載の方法。
【請求項２３】
　前記バックライトを日中レベルで駆動する前記ステップが、データを周囲光センサから
読み取るステップと、前記周囲光センサからの前記データに基づいて所望のバックライト
・レベルを選択するステップとにより実行される、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記バックライトを日中レベルで駆動する前記ステップが、周囲光センサからの入力を
使用することなく、前記バックライトを所定の一定の日中レベルで駆動するステップによ
り実行される、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記バックライトを日中レベルで駆動する前記ステップが、前記現在の時間についての
人工周囲センサ（ＡＡＳ）・データを計算するステップと、前記ＡＡＳデータに基づいて



(24) JP 2018-523148 A 2018.8.16

前記バックライトを駆動するステップとにより実行される、請求項２２に記載の方法。
【請求項２６】
　前記現在の時間が日没移行期間中であるか日の出移行期間中であるかを判定するステッ
プと、
　前記日没移行期間中または日の出移行期間中である場合に人工周囲センサ（ＡＡＳ）・
データを計算するステップと、
　前記日没移行期間中または日の出移行期間中である場合に前記ＡＡＳデータに基づいて
前記バックライトを駆動するステップと、
　をさらに含む請求項２０に記載の方法。
【請求項２７】
　局地気象情報を判定するステップと、
　前記局地気象情報に基づいて人工周囲センサ（ＡＡＳ）・データを計算するステップと
、
　前記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動するステップと、
　をさらに含む請求項２０に記載の方法。
【請求項２８】
　電子ディスプレイの輝度を制御する方法であって、
　電子ディスプレイの地理的位置を判定するステップと、
　前記地理的位置に基づいて、日没移行期間および日の出移行期間を含む１日の日没時間
および日の出時間を判定するステップと、
　現在の時間を判定するステップと、
　前記現在の時間が日の出移行中であるか、日中であるか、日没移行中であるか、夜間で
あるかを判定するステップと、
　日の出についての人工周囲センサ（ＡＡＳ）・データを計算して、前記現在の時間が前
記日の出移行期間中である場合に前記ＡＡＳデータに基づいてバックライトを駆動するス
テップと、
　前記現在の時間が日中である場合に前記バックライトを日中レベルで駆動するステップ
と、
　日没についてのＡＡＳデータを計算して、前記現在の時間が前記日没移行期間中である
場合に前記ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動するステップと、
　前記現在の時間が夜間である場合に前記バックライトを夜間レベルで駆動するステップ
と、
　を含む方法。
【請求項２９】
　ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動する前記ステップが、
　周囲光センサ示度に基づいて所望のディスプレイ輝度を判定するステップと、
　前記バックライトを駆動して前記所望のディスプレイ輝度を取得するステップとにより
実行される、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動する前記ステップが、
　前記ＡＡＳデータを周囲光センサ示度および対応する所望のディスプレイ輝度に一致さ
せることにより、周囲光センサ示度に基づいて所望のディスプレイ輝度値の表から所望の
ディスプレイ輝度を検索するステップと、
　前記バックライトを駆動して前記所望のディスプレイ輝度を取得するステップとにより
実行される、請求項２８に記載の方法。
【請求項３１】
　ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動する前記ステップが、
　周囲光センサ示度とバックライト輝度との数学的関係に基づいて所望のバックライト輝
度を計算するステップであって、ここで、前記ＡＡＳデータが前記周囲光センサ示度とし
て使用される、前記ステップと、
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　前記バックライトを前記所望のディスプレイ輝度まで駆動するステップとにより実行さ
れる、請求項２８に記載の方法。
【請求項３２】
　ＡＡＳデータに基づいて前記バックライトを駆動する前記ステップが、
　周囲光センサ示度に基づいて所望のバックライト輝度値の表を使用するステップであっ
て、前記ＡＡＳデータが前記周囲光センサ示度として使用されて所望のバックライト輝度
値を判定する前記ステップと、
　前記バックライトを前記所望のバックライト輝度値まで駆動するステップとにより実行
される、請求項２８に記載の方法。
【請求項３３】
　局地気象情報を判定するステップを
　さらに含み、
　前記ＡＡＳデータを計算する前記ステップが、前記判定された局地気象情報に基づいて
実行される、請求項２８に記載の方法。
【請求項３４】
　前記局地気象情報を判定する前記ステップが、雲量のパーセンテージを計算することに
より実行される、請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　電子ディスプレイの輝度を制御する方法であって、
　ＧＰＳデバイスを通じて電子ディスプレイの位置データを判定するステップと、
　前記位置データに基づいて１日の日の出時間および日没時間を判定するステップと、
　前記現在の時間を判定するステップと、
　前記現在の時間を前記日の出時間および日没時間に関連して評価するステップと、
　前記現在の時間の前記評価に基づいて前記電子ディスプレイの輝度を駆動するステップ
と、
　を含む方法。
【請求項３６】
　前記ディスプレイの前記輝度を駆動する前記ステップが、周囲光センサからのデータを
使用せずに実行される、請求項３５に記載の方法。
【請求項３７】
　前記日の出時間および日没時間を判定する前記ステップが、前記電子ディスプレイの経
度座標および緯度座標に基づいて実行される、請求項３５に記載の方法。
【請求項３８】
　前記日の出時間および日没時間を判定する前記ステップが、日の出式を計算することに
より実行される、請求項３５に記載の方法。
【請求項３９】
　液晶ディスプレイと、
　前記液晶ディスプレイの後ろに配置されたバックライトと、
　前記バックライトと電気接続するマイクロプロセッサであって、
　　前記液晶ディスプレイの地理的位置を判定し、
　　前記地理的位置に基づいて１日の日の出時間および日没時間を判定し、
　　現在の時間を判定し、
　　前記現在の時間を前記日の出時間および日没時間に関連して評価し、
　　前記現在の時間の前記評価に基づいて前記バックライトを駆動するように構成された
、
　前記マイクロプロセッサと、
　を含む電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項４０】
　前記マイクロプロセッサが、前記バックライトを駆動するために周囲光センサからのデ
ータを使用しない、請求項３９に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
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【請求項４１】
　前記マイクロプロセッサが、日の出移行期間中に前記バックライトへの電力を徐々に増
加させ、日没移行期間中に前記バックライトへの電力を徐々に低減させるように構成され
る、請求項３９に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項４２】
　前記マイクロプロセッサが、前記電子ディスプレイの経度座標および緯度座標に基づい
て前記日の出時間および日没時間を判定するように構成される、請求項３９に記載の電子
ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項４３】
　前記マイクロプロセッサが、前記電子ディスプレイが位置する街に基づいて前記日の出
時間および日没時間を判定するように構成される、請求項３９に記載の電子ディスプレイ
・アセンブリ。
【請求項４４】
　前記マイクロプロセッサが、日の出式を計算することにより前記日の出時間および日没
時間を判定するように構成される、請求項３９に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項４５】
　液晶ディスプレイと、
　前記液晶ディスプレイの後ろに配置されたバックライトと、
　前記バックライトと電気接続するマイクロプロセッサであって、
　　前記液晶ディスプレイの地理的位置を判定し、
　　前記地理的位置に基づいて１日の日の出時間および日没時間を判定し、
　　現在の時間を判定し、
　　前記現在の時間が日の出と日没の間であるか日没と日の出の間であるかを判定し、
　　前記現在の時間が日の出と日没の間であるか日没と日の出の間であるかに基づいて前
記バックライトを駆動するように構成された、
　前記マイクロプロセッサと、
　を含む電子ディスプレイ・アセンブリ。
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